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抜
き
取
ら
れ
た
敦
煌
文
書
何
彦
昇
、
威
の
こ
と
な
ど
・
太
公
家
教
・
補
三
）
黒
田
彰
近
時
、
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
所
有
に
掛
る
、
故
羽
田
亨
氏
蒐
集
の
敦
煌
文
書
、
敦
煌
秘
笈
が
公
開
さ
れ
、
そ
の
中
に
幼
学
書
の
太
公
家
教
が
二
本
、
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
太
公
家
教
に
つ
い
て
は
か
つ
て
、
拙
稿
「
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
に
つ
い
て
｜
太
公
家
教
・
補
二
）｜
」（『
杏
雨
』
14
、
平
成
23
年
６
月
）
に
お
い
て
、
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
敦
煌
秘
笈
の
伝
来
、
受
容
を
考
察
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
李
盛
鐸
が
深
く
関
与
し
た
文
書
で
あ
る
所
か
ら
、
そ
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
北
京
に
運
ば
れ
た
敦
煌
文
書
か
ら
の
、
言
わ
ば
抜
き
取
り
が
囁
か
れ
る
事
情
に
つ
い
て
触
れ
た
。
ま
た
、
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
（
羽
）
は
、
何
彦
昇
旧
蔵
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
何
彦
昇
に
関
し
て
も
、
同
様
の
事
情
が
存
し
て
い
る
。
小
稿
は
、
そ
れ
ら
の
抜
き
取
り
を
伝
え
る
新
資
料
と
し
て
、
張
虹
の
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
葉
恭
綽
に
よ
る
序
文
を
紹
介
、
そ
の
内
容
や
刊
行
事
情
等
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
敦
煌
文
書
の
抜
き
取
り
に
つ
い
て
の
基
礎
史
料
の
一
、
二
を
掲
げ
る
。
一
敦
煌
文
書
の
伝
来
と
受
容
二
葉
恭
綽
に
よ
る
二
つ
の
序
三
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
序
四
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
刊
行
事
情
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「
そ
れ
で
革
命
の
時
、
ペ
キ
ン
図
書
館
の
敦
煌
経
は
…
…
」
「
は
っ
き
り
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
で
も
そ
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
だ
い
ぶ
目
ぼ
し
い
も
の
が
行
く
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
噂
が
一
時
伝
わ
っ
た
が
、
さ
っ
き
の
大
官
要
人
の
ど
さ
く
さ
紛
れ
の
悪
徳
沙
汰
な
ん
ぞ
も
こ
の
前
後
の
話
か
も
し
れ
ん
。」
（
松
岡
譲
『
敦
煌
物
語
』
十
四
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
一
学
問
は
、
奥
が
深
い
の
で
、
そ
の
限
界
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
と
て
も
難
し
い
。
特
に
テ
ー
マ
が
大
き
い
場
合
、
全
て
の
局
面
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
途
轍
も
な
い
労
力
を
必
要
と
す
る
。
私
達
は
日
頃
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
時
と
し
て
小
さ
な
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
論
そ
の
も
の
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
鹿
を
追
っ
て
山
を
見
失
わ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
手
抜
き
と
は
思
わ
な
い
が
、
問
題
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
昨
年
度
の
拙
稿
「
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
に
つ
い
て
｜
太
公
家
教
・
補
二
）｜
」
は
、
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
〔
羽
〕
の
本
文
系
統
及
び
、
伝
来
を
考
察
し
た
も
の
だ
が①
、
特
に
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
書
の
日
本
へ
の
将
来
を
め
ぐ
る
、
そ
の
伝
来
の
問
題
は
、
Ａ
・
ス
タ
イ
ン
、
Ｐ
・
ペ
リ
オ
に
始
ま
る
、
中
国
か
ら
の
敦
煌
文
書
の
持
ち
出
し
を
中
心
と
し
て
展
開
し
た
、
世
界
史
的
規
模
に
お
け
る
現
在
の
敦
煌
文
書
の
保
管
状
態
に
関
す
る
、
極
め
て
大
き
な
テ
ー
マ
と
言
え
た
。
そ
の
よ
う
な
伝
来
の
問
題
を
扱
う
拙
稿
が
、
基
礎
的
資
料
の
一
つ
と
し
て
踏
ま
え
た
も
の
に
、
饒
宗
頤
氏
「
京
都
藤
井
氏
有
館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」
と
い
う
論
が
あ
る②
。
饒
宗
頤
氏
の
当
論
は
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
、
藤
井
斉
成
会
有
館
に
所
蔵
さ
れ
る
敦
煌
文
書
ま
た
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
る
敦
煌
文
書
（
羽
田
亨
氏
蒐
集
に
掛
る
所
謂
、
敦
煌
秘
笈
）
の
日
本
伝
来
を
考
え
る
上
で
、
非
重
に
重
要
な
必
須
文
献
の
一
つ
と
評
し
得
よ
う
が
、
拙
稿
の
執
筆
時
、
饒
氏
の
論
文
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
確
認
出
来
な
い
事
柄
が
二
点
、
そ
の
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
饒
氏
の
論
に
お
い
て
当
時
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
事
柄
の
一
つ
は
、
例
え
ば
『
金
論
古
綜
合
栞
』
一
所
収
の
そ
の
九
七
頁
、
十
四
行
目
に
、
唐
蘭
亦
曾
蔵
有
太
公
家
教
残
巻
見
北
京
大
学
五
十
周
年
紀
念
敦
煌
考
古
工
作
展
覧
概
要
と
さ
れ
る
こ
と
の
、
出
典
の
確
認
そ
の
他
で
あ
る
。
ま
た
、
二
つ
目
は
、
饒
氏
論
の
同
頁
、
十
九
行
｜
二
十
二
行
目
に
、
友
人
張
虹
聞
諸
故
京
老
輩
云
、
何
彦
昇
于
宣
統
二
〔
一
九
一
〇
〕
年
官
甘
粛
藩
司
、
代
理
巡
撫
、
当
其
任
内
、
適
学
部
咨
陝
甘
総
督
調
取
敦
煌
経
巻
、
着
何
氏
収
購
到
京
。
抵
京
後
何
氏
先
交
其
子
威
名
震
。
時
官
中
冊
数
、
報
有
巻
数
而
無
名
称
乃
行
款
字
数
、
故
一
巻
得
分
為
二
三
、
以
符
報
清
冊
之
巻
数
。
何
威
為
李
木
斎
盛
鐸
之
婿
、
故
菁
英
多
帰
李
氏
及
何
氏
。
李
之
親
家
劉
廷
与
其
親
友
亦
分
恵
不
尠
参
看
葉
庵
序
181 抜き取られた敦煌文書
と
さ
れ
る
こ
と
の
（
は
、
割
注
）、
出
典
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
こ
と
は
、
末
尾
に
、
参
看
葉
庵
序
と
注
記
が
あ
っ
て
、
そ
の
「
葉
庵
序
」
と
は
ま
た
、
葉
庵
言
…
…
見
所
作
張
虹
寄
伝
庵
敦
煌
図
録
序
稿
（
15
｜
16
行
目
）
と
か
、葉
庵
云
…
…
見
寄
伝
庵
敦
煌
図
録
序
（
29
｜
31
行
目
）
な
ど
と
言
わ
れ
る
如
く
、
葉
恭
綽
（
一
八
八
一
｜
一
九
六
八
。
庵
は
、
そ
の
号
）
の
作
っ
た
、「
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
」
（『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
）
の
こ
と
を
指
し
（
張
虹
は
、
字
が
谷
雛
で
、
寄
伝
庵
と
号
し
た
）、
一
見
、
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
さ
て
、
葉
恭
綽
の
そ
の
序
を
見
る
と
、
蓋
敦
煌
石
室
蔵
物
之
散
出
、
可
分
為
数
類
。
一
為
史
坦
因
所
取
、
二
為
伯
希
和
所
取
…
…
四
則
清
宣
統
二
年
由
学
部
調
取
後
付
存
今
北
平
図
書
館
之
九
千
余
巻
、
其
到
京
以
後
之
中
飽
、
誠
如
谷
雛
所
聞
、
其
時
官
中
冊
報
有
巻
数
而
無
名
称
及
行
款
字
数
、
故
一
巻
得
分
為
二
三
、
以
符
原
数
、
其
精
英
皆
帰
李
氏
、
次
及
劉
幼
雲
廷
李
之
親
家
。
又
次
及
李
之
戚
友
、
其
得
分
恵
二
三
巻
至
十
数
巻
者
亦
不
尠
…
…
至
李
・
劉
・
何
所
得
、
何
早
卒
、
除
其
生
前
贈
友
者
外
、
余
聞
亦
帰
李
氏
。
世
知
李
・
劉
二
氏
多
仏
経
以
外
之
典
籍
、
偶
露
鱗
爪
、
固
難
窺
其
秘
也
。
近
年
李
・
劉
皆
去
世
、
所
蔵
始
分
別
散
出
、
余
曾
介
南
京
図
書
館
購
入
二
百
余
巻
。
聞
劉
氏
有
佳
品
約
百
巻
帰
於
張
君
厚
、
張
固
劉
戚
也
。
李
所
蔵
由
家
属
析
分
、
各
不
復
能
聚
と
あ
っ
て③
、
確
か
に
張
虹
の
聞
い
た
話
（「
誠
如
谷
雛
所
聞
」）
が
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
饒
氏
の
言
う
、
肝
心
の
何
彦
昇
、
威
父
子
の
こ
と
が
出
て
来
ず
（
僅
か
に
、「
…
…
何
所
得
、
何
早
卒
…
…
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
）、
ま
た
、
張
虹
が
そ
の
話
を
誰
か
ら
聞
い
た
の
か
、
そ
の
話
し
手
の
こ
と
な
ど
も
出
て
来
な
い
（
饒
氏
論
に
は
、「
友
人
張
虹
聞
諸
故
京
老
輩
云
」
と
あ
る
）。
即
ち
、
饒
氏
が
何
故
、
参
看
葉
庵
序
と
言
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
出
典
の
注
記
と
見
る
こ
と
に
は
、
聊
か
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
本
年
（
二
〇
一
二
年
）
三
月
、
北
京
大
学
国
際
漢
学
家
研
修
基
地
の
招
き
に
よ
り
一
月
間
、
北
京
大
学
に
滞
在
し
た
。
そ
の
折
、
か
ね
て
か
ら
の
上
記
の
疑
問
に
関
し
、
改
め
て
考
え
て
み
る
機
会
を
得
た
。
例
え
ば
饒
氏
の
言
う
、
唐
蘭
氏
の
所
蔵
に
掛
る
太
公
家
教
に
つ
い
て
は
、
北
京
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、『
北
京
大
学
五
十
周
年
紀
念
敦
煌
古
工
作
展
覧
概
要
』
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
協
っ
た
の
で
あ
る
（
表
紙
の
題
左
に
、「
胡
適
題
」
と
記
す
。
以
下
、『
展
覧
概
要
』
と
略
称
す
る
）。
そ
れ
は
、『
展
覧
概
要
』「
敦
煌
『
経
巻
』、『
照
片
』
及
『
図
書
』
目
録
」
の
二
〇
頁
一
、
二
行
目
に
、
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太
公
家
教
残
巻
﹇
唐
蘭
先
生
蔵
﹈
唐
末
五
代
写
本
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
一
）。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
太
公
家
教
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
残
巻
で
あ
る
こ
と
以
外
、
分
か
ら
な
い
。
幾
本
か
の
羅
振
玉
旧
蔵
本
共
々
、
そ
の
行
方
に
関
し
て
は
、
な
お
後
考
に
俟
ち
た
い④
。
所
蔵
者
の
唐
蘭
（
一
九
〇
一
｜
一
九
七
九
）
氏
は
、
著
名
な
歴
史
学
者
で
、
一
九
四
六
年
以
来
、
北
京
大
学
教
授
の
任
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
『
展
覧
概
要
』
の
刊
年
は
、
不
明
だ
が
、
京
師
大
学
堂
の
設
立
さ
れ
た
一
八
九
八
年
（
光
緒
二
十
四
年
）
か
ら
起
算
す
れ
ば
、
そ
の
五
十
周
年
は
、
一
九
四
八
年
と
な
り
、
そ
の
年
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
す
る
前
年
に
当
た
る
、
中
国
の
大
変
な
時
期
で
あ
る
（
な
お
京
師
大
学
堂
を
改
名
し
、
北
京
大
学
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
一
九
一
二
民
国
二
年
の
こ
と
で
あ
る
）。
饒
氏
の
論
に
お
け
る
、
も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
饒
氏
の
引
く
、
葉
恭
綽
の
序
文
「
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
」（『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
）
原
文
を
見
て
も
、
例
え
ば
何
彦
昇
、
威
父
子
の
こ
と
な
ど
が
出
て
来
な
い
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
ま
た
、
饒
氏
の
、「
友
人
張
虹
聞
諸
故
京
老
輩
」
と
記
さ
れ
る
文
言
か
ら
、
例
え
ば
何
彦
昇
、
威
父
子
が
、
北
京
に
到
着
し
た
敦
煌
文
書
か
ら
、
枢
要
な
文
書
を
抜
き
取
っ
た
と
い
う
話
は
、
饒
氏
の
友
人
で
あ
る
張
虹
よ
り
、
饒
氏
が
聞
か
さ
れ
た
話
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
の
出
来
事
は
ま
た
、
葉
恭
綽
の
序
文
に
も
見
え
て
い
る
、
と
い
う
風
に
解
釈
し
て
、
済
ま
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
気
に
な
る
点
が
、
一
点
存
す
る
。
即
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
有
館
文
書
が
何
彦
昇
旧
蔵
文
書
で
あ
り
、
加
え
て
、
杏
雨
書
屋
蔵
の
所
謂
敦
煌
秘
笈
の
内
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
何
彦
昇
旧
蔵
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
等
、
ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
に
始
ま
る
、
世
界
的
規
模
の
敦
煌
文
書
流
伝
史
の
一
翼
を
形
成
す
る
、
図 一
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日
本
に
お
け
る
そ
の
伝
来
と
受
容
を
証
拠
付
け
る
、
基
本
資
料
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
間
の
事
情
は
、
出
来
る
だ
け
正
確
な
把
握
を
期
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
二
饒
宗
頤
氏
が
か
つ
て
張
虹
か
ら
聞
い
た
話
で
、
ま
た
、
葉
恭
綽
の
序
文
に
も
そ
の
話
が
見
え
る
と
い
う
、
件
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
の
話
の
根
元
が
、「
諸
故
京
老
輩
」
か
ら
、
張
虹
の
聞
か
さ
れ
た
話
に
あ
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
引
用
関
係
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る
点
、
そ
の
成
り
立
ち
が
聊
か
複
雑
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
複
雑
な
引
用
の
関
係
を
少
し
整
理
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
分
か
り
に
く
い
の
は
、
例
え
ば
饒
氏
が
、
見
所
作
張
虹
寄
伝
庵
敦
煌
図
録
序
稿
と
か
、見
寄
伝
庵
敦
煌
図
録
序
な
ど
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
序
文
の
筆
者
葉
恭
綽
が
、
序
文
に
題
し
て
、張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
と
す
る
、
張
虹
の
「
敦
煌
図
録
」（
饒
氏
）、「
敦
煌
石
室
図
籍
録
」
（
葉
恭
綽
）
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
張
虹
の
所
蔵
す
る
敦
煌
文
物
の
著
作
で
あ
り
、
ま
た
、
他
な
ら
ぬ
葉
恭
綽
の
序
文
を
頂
く
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
葉
恭
綽
の
序
文
の
始
め
に
、
〔
張
虹
〕
又
於
燕
京
得
敦
煌
出
土
物
如
茲
録
所
載
、
余
已
為
之
題
跋
矣
。
嗣
谷
雛
広
徴
同
人
考
訂
識
述
、
彙
為
一
編
、
復
問
序
於
余
と
記
す
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
葉
恭
綽
が
そ
の
序
文
を
書
い
た
、
「
敦
煌
図
録
」
な
い
し
、「
敦
煌
石
室
図
籍
録
」
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
書
物
な
の
か
。
旧
稿
（「
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
に
つ
い
て
｜
太
公
家
教
・
補
二
）｜
」）
執
筆
時⑤
、
そ
れ
を
捜
し
た
の
だ
が
、
張
虹
の
「
敦
煌
図
録
」
な
い
し
、「
敦
煌
石
室
図
籍
録
」
な
る
書
物
は
、
何
処
に
も
見
当
た
ら
ず
、
恰
も
そ
の
よ
う
な
書
物
は
、
世
の
中
に
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
書
名
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
、
不
審
の
み
が
積
み
重
な
っ
て
、
そ
の
調
査
を
半
ば
諦
め
か
け
て
い
た
折
、
こ
の
問
題
に
一
条
の
光
が
差
し
た
の
は
、
栄
新
江
氏
に
よ
る
名
論
文
、「
李
盛
鐸
蔵
巻
的
真
与
偽
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
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）
を
読
ん
で
い
て⑥
、
そ
の
葉
恭
綽
の
序
文
の
引
用
（
３
頁
）
に
対
す
る
、
注
（
６
頁
）
に
、
張
虹
敦
煌
図
像
徴
考
録
，
香
港
弘
道
芸
術
院，
一
九
六
三
年，
５
頁
と
さ
れ
て
い
る
の
を
、
目
に
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
葉
恭
綽
が
序
文
を
寄
せ
た
、
張
虹
の
書
物
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
但
し
、
そ
の
書
名
は
、「
敦
煌
図
録
」
や
「
敦
煌
石
室
図
籍
録
」
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
張
虹
の
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
な
る
書
物
を
、
手
を
尽
く
し
て
捜
し
て
み
た
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
184
こ
れ
も
ま
た
、
何
処
に
も
見
当
た
ら
ず
、
ど
う
や
ら
日
本
に
お
い
て
は
、
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
書
物
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
情
で
旧
稿
の
執
筆
時
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
確
認
作
業
を
一
旦
中
断
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
閲
覧
は
次
の
訪
中
の
折
の
課
題
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
月
の
北
京
滞
在
は
、
本
件
を
含
め
、
従
来
か
ら
の
諸
課
題
を
考
え
る
上
で
も
、
得
難
い
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
早
速
、
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
確
認
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
北
京
大
学
図
書
館
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
大
学
の
蔵
書
中
に
は
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
が
見
当
た
ら
ず
、
少
し
慌
て
た
。
次
い
で
、
本
書
を
捜
し
た
の
は
、
国
家
図
書
館
（
旧
北
京
図
書
館
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
、
国
家
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
に
及
ん
で
、
愕
然
と
す
る
と
共
に
、
途
方
に
暮
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
後
に
一
つ
、
私
が
思
い
付
い
た
の
は
、
栄
新
江
氏
に
教
え
を
乞
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
栄
氏
は
北
京
大
学
歴
史
学
系
教
授
で
あ
り
、
ほ
ん
の
何
日
か
前
、
態
々
会
食
に
来
て
下
さ
っ
て
、
知
遇
を
得
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
私
の
唐
突
な
質
問
に
対
し
、
栄
氏
は
丁
寧
に
答
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
張
虹
の
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
が
中
々
見
付
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
栄
氏
が
、
そ
れ
は
正
式
な
公
刊
物
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
何
故
、
北
京
大
学
等
に
見
当
た
ら
な
い
の
か
、
漸
く
納
得
出
来
た
次
第
で
あ
る
。
加
え
て
、
栄
氏
は
、
ず
っ
と
以
前
、
香
港
中
文
大
学
で
本
書
を
見
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
全
文
の
コ
ピ
ー
を
、
私
に
御
貸
与
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
旧
稿
以
来
の
私
の
疑
問
の
一
つ
が
、
や
っ
と
解
決
し
た
。
学
縁
と
い
う
も
の
は
、
つ
く
づ
く
有
難
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
調
べ
て
み
る
と
成
程
、
栄
氏
の
仰
有
る
如
く
、
香
港
に
は
な
お
幾
つ
か
、
本
書
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
て
、
本
書
を
繙
く
と
、
ま
ず
「
六
朝
人
彩
絵
十
二
尊
像
絹
本
」
以
下
、
三
点
三
頁
の
図
版
を
戴
き
、
四
頁
目
に
「
張
谷
雛
老
師
小
伝
」（
莫
倹
溥
筆
）
を
載
せ
た
後
、
序
文
が
二
つ
置
か
れ
て
い
て
（
５
｜
７
頁
）、
そ
の
内
の
「
叙
」
と
す
る
、
始
め
の
そ
れ
が
、
問
題
の
葉
恭
綽
の
序
文
と
な
っ
て
い
る
（
５
｜
６
頁
上
段
。
下
段
｜
７
頁
下
段
前
半
が
、
張
虹
に
よ
る
「
序
二
」、
後
半
は
、
目
次
）。
八
頁
か
ら
二
十
四
頁
ま
で
が
、「
敦
煌
図
像
徴
考
録
」
と
内
題
す
る
本
文
で
（
次
に
奥
付
を
付
す
）、
そ
れ
ら
序
文
、
本
文
共
、
張
虹
自
筆
稿
本
を
一
頁
上
下
に
影
印
し
た
、
特
殊
な
も
の
で
あ
る
（
後
掲
表
紙
に
、
「
張
谷
雛
先
生
手
写
」
と
あ
る
）。
本
書
は
、
大
型
本
な
が
ら
、
全
二
十
四
頁
と
い
う
短
い
も
の
で
、
栄
氏
の
御
教
示
の
よ
う
に
、
カ
タ
ロ
グ
タ
イ
プ
の
私
家
版
と
言
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
（
具
体
的
な
こ
と
は
、
後
述
す
る
）。
件
の
葉
恭
綽
の
序
文
は
、
本
書
の
五
｜
六
頁
上
段
に
載
る
が
、
私
が
何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
本
書
所
収
の
そ
の
序
文
を
閲
す
る
と
、
『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
そ
れ
に
は
見
え
な
い
前
述
、
何
彦
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子
、
威
の
こ
と
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
葉
恭
綽
は
、
そ
の
序
に
お
い
て
、
敦
煌
文
書
流
出
の
ケ
ー
ス
を
五
つ
に
分
け
、
そ
の
第
四
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
等
に
よ
る
、
文
書
持
ち
出
し
の
後
、
清
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
に
、
残
っ
た
文
書
が
北
京
に
運
び
込
ま
れ
た
際
、
官
吏
に
よ
る
文
書
の
抜
き
取
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
（
葉
恭
綽
は
そ
れ
を
、「
中
飽
」
官
吏
が
汚
職
で
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
と
呼
ん
で
い
る
）、
抜
き
取
ら
れ
た
文
書
の
帰
趨
先
を
上
げ
て
、
其
精
英
皆
帰
李
氏
、
次
及
劉
幼
雲
延
李
之
親
家
。
又
次
及
李
之
戚
友
、
其
得
分
恵
二
三
巻
至
十
数
巻
者
亦
不
尠
（『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
）
と
記
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
そ
の
箇
所
を
見
る
と
其
菁
英
皆
帰
李
氏
盛
鐸
、
別
号
木
斎
、
次
及
劉
幼
雲
延
、
李
之
親
家
。
又
次
及
李
婿
何
威
其
親
友
、
得
分
恵
者
不
尠
（『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
）
と
あ
っ
て
、
前
者
に
は
見
え
な
い
、
李
盛
鐸
の
婿
と
し
て
の
何
威
の
こ
と
が
、
後
者
の
線
部
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
後
者
は
、
前
者
と
較
べ
、
線
部
に
示
し
た
よ
う
な
、
異
同
を
存
す
る
こ
と
も
ま
た
、
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
序
文
と
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
そ
れ
と
は
、
無
論
同
じ
序
文
で
は
あ
る
が
、
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
有
館
や
杏
雨
書
屋
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
、
何
彦
昇
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
の
伝
来
を
知
る
上
で
、
基
礎
史
料
の
一
つ
に
外
な
ら
な
い
、
件
の
葉
恭
綽
の
序
文
の
言
わ
ば
異
本
と
し
て
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
そ
れ
は
、
『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
そ
れ
と
は
ま
た
、
別
途
区
別
さ
れ
る
べ
き
、
大
変
大
き
な
価
値
を
持
つ
資
料
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
所
収
の
そ
れ
を
、
改
め
て
紹
介
し
て
お
き
た
く
思
う
。
ま
ず
図
二
（
頁
及
び
、
頁
上
段
）
に
掲
げ
る
の
は
、
張
虹
自
身
の
筆
に
成
る
、
そ
の
原
文
で
あ
る
。
三
張
虹
の
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
に
収
め
る
、
葉
恭
綽
の
そ
の
序
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
そ
れ
と
の
異
同
を
、
末
尾
の
校
異
表
に
示
し
て
お
い
た⑦
。
そ
の
示
し
方
は
、
本
文
中
の
異
同
の
あ
る
文
字
に
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
付
し
、
校
異
表
の
そ
の
数
字
下
に
、
異
同
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
｜
の
上
が
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
本
文
、
下
が
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
に
見
え
る
異
同
で
あ
る
（
⃞無
は
、
｜
の
上
の
文
字
が
な
い
こ
と
、
は
、
割
注
、〔
〕
は
、
私
補
を
表
わ
し
、
…
…
は
、
省
略
を
示
し
て
い
る
）。
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〔
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
〕
叙１
張
君
谷
雛
安
雅
士
、
耽
研
芸
術
古
物
、
前
者
曾
与
李
鳳
坡
編２
陽３
羨
砂
壺
図
考４
、
為
一
佳
著
、
余
曾
序
之
。
継
広５
捜
書
画
、
又
于６
燕
京
得
敦
煌
出
土
物
如
茲
録
所
載
、
余
已
為
之
題
跋
矣
。
嗣
谷
雛
広
徴
同
人
考
訂
識
述
、
彙
為
一
編
、
復
問
序
于７
余
。
余
曰
、
敦
煌
図
籍
数
万
、
子
所
蔵
滄
海
一
滴
耳
。
然
月
印
千
江
、
何
処
非
月
。
且
数８
十
年
来
敦
煌
図
籍
赫
奕
於
世
、
而
深
悉
其
蘊９
者
尚
希10
、
余
以
積
年
留
意
、
所
知
較
豊
、
今
老
且
死
、
乗
此
表
告
世
人
、
責
亦
応
爾
、
故
不
辞
贅
筆11
焉
。
敦12
煌
石
室
蔵
物
之
散
出
、
可
分
為
数
類
、
一
為
史
坦
因
所
取
、
二
為
伯
希
和
所
取
、
二
者
世
已
周
知
、
三
則
当
史
坦
因
未
至
之
前
、
已
有
少
許
散
出
、
蓋
亦
王
道
士
輩
之
所
為
、
縁
村
人
喧
伝
経13
巻
可
以
却14
邪
治
病
、
故
恒
出
資
向
王15
道
士
索
取16
、
地
方
官17
亦18
有
用
為
贈
者
、
前
後
当
不19
下
数
百
巻
。
後
張
広
建
・
許
承
堯
・
寿
枢
等
所
得
、
殆
皆
此
類
、
蓋
出
土
在
先
而
集
蔵
在
後
也
張
・
許
・
皆20
民
国
初
年
官
甘
粛
。
四
則
清
宣
統
二
年
由
学
部
調
取
後
交21
存
今
北
平
図
書
館
之
九
千
余
巻
、
其
到
京
以
後
之
中
飽
、
誠
如
谷
雛
所
聞
、
其
時
官
中
冊
報
有
巻
数
而
無
名
称
及
行
款
字
数
、
故
一
巻
得
分
為
二
三
、
以
符
冊22
数
巻
数
、
其
菁23
英
皆
帰
李
氏
盛24
鐸
、
別
号
木
斎
、
次
及
劉
幼
雲
廷25
、
李
之
親
家
。
又
次
及
李26
婿
何
威
其
親
友
、
得27
分
恵
者
不
尠
。
五
則
史
坦
因
・
伯
希
和
以
外
徳
意
志
・
日
本
・
美
利
堅
各
図
書
館
、
亦
曾
得
大
批
、
其
時
間
不
詳
、
殆
皆
在
図 二
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運
交
学
部
以28
前
或
随
後
別
于29
当
地
捜
購30
。
綜
上
所
述
、
由
敦
煌
整
批
流
出
之
図
籍
、
不
外
此
数
。
後
張
広
建
所
得
約
二
百
巻
、
大
半
帰
西
充
白
堅
字31
堅
夫
、
嗣32
聞
又
已33
散
出
、
許
承
堯
所
得
則34
分
次35
出
、
余
曾
与
友
人
合36
購
七
八
十
巻
、
余
皆
零
、
莫
可
跡
矣37
。
寿
枢
所
得
殊38
少
、
或
尚
在
其
家
。
其
散
在
国
外
者
、
聞
英
・
美
・
徳
・
法
今
皆
無
恙
、
独
日
本
蔵39
之
旅
順
博40
物
館
、
恐
已
失
矣
。
至
李
・
劉
・
何
三41
人
所
得
、
何
早
卒
、
除
其
生
前
贈
友
人42
者
外
、
余
聞
亦
帰
李
氏
。
世
知
李
・
劉
二
氏
多
仏
経
以
外
之
典
籍
、
露
鱗
爪
、
難43
窺
其
秘
也
。
近
年
劉44
・
李
皆
去
世
、
所
蔵
始
分
別
散
出
、
余
曾
介
中45
央
図
書
館
購
入
二
百
余
巻
。
聞
劉
氏
佳46
品
約
百
巻
帰
于47
張
子48
厚
、
張
固
劉
戚
也
。
李
所
蔵
由
家
属
析
分
、
各
不
復
能
聚
、
谷
雛
所
得
、
殆
即
其
類
。
抑
李
氏
蔵
品
亦
有
由
市
転
而
加49
装
飾
附
会
者
、
此
亦
不
止
李
氏
蔵
品
為
然
。
北
方
敦
煌
各
品
、
均
有
製
、
以
壁50
画
為
多
、
造
象
次
之
、
経
巻
最
少
、
以
書
法
不
易
也
。
間
有
以
真
跡
余51
紙
写52
、
其
偽
易
、
然
細
弁
終
能
別
也
。
谷
雛
所
蔵
各
品
、
固
無
疑
義
、
然
李
氏
蔵
印
顕
係
市
所
加
蓋
、
木
斎
無
自
蓋53
蔵
印
以
発54
其
覆
之
理
、
且
刻
工
均
劣
、
較
之
其
印55
書
印
章
、
判
若
壌
、
此
与
書
画
之
強
補
印
章
、
同
為
蛇
足
、
明
眼
人56
所
宜
弁
也
。
抑
余
所
最
感
慨
者
、
則
敦
煌
蔵
品
之
発
見
垂57
五
十
年
、
経
国
人
之
努
力
疾58
追
、
僅
保
全
其
部
分
、
其
散
出
国
外
者
已
不
復59
能
返
。
而
散
在
世
間
各
地
者
、
雖
均
遭
重
視
、
但
実
際
能
加
以
整
理
与
研
究
者
、
亦
復
不
多
。
伯
希
和
所
得
、
始
終
僅
編
成
一
部
簡60
目
、
英
・
徳
各
国61
亦
然
。
其
根
拠
各
品
物
従62
事
較
深
切
之
研
究
並
有
著
作
者
、
則
仍
推
吾
国
、
而
日
本
次
之
。
吾
国
例
如
羅
振
玉
・
王63
仁
俊
・
曹
元
忠
・
王
国
維
・
將
鳳
藻
・
陳
垣
・
劉
復
・
王
重
民
・
鄭
振
鐸
・
張
一
友
・
陳
寅
恪
・
郭
沫
若
・
李
灼
・
馬
衡
・
向
達
・
胡
鳴
盛
・
許
国
霖
諸
君
、
皆
具
有
成
就
、
其
片
段
之
考
証
発
、
則
人
数
更
多
、
計
非
他
国64
所
能
企
及
也
。
第65
綜
合
条
貫
成
為
一
有
系
統
之
専
門
研
究
者
、
仍
不
多
見
、
則
環
境
限
之
、
吾
人
未
可
謂
已
尽
其
責
也
。
吾
嘗
欲
調
査
存66
世
間
之
敦
煌
品67
物
而
編
一
総
目
、
曾
于68
廿
年
前
組
設69
敦
煌
経
典
輯
存
会
、
以
此
為
第
一
歩
之
工
作
、
然
迄
未
能
成
、
其
已
得
之
資
料
、
因
乱
亦
帰70
散
佚
、
恒
引
為
愧
咎
。
今
年
力
衰
邁
、
祇
可
以
待
後
賢71
。
夫
往
哲
集
存
之
物
、
吾
人
僅
負
保
管
整
理
之
責
、
乃72
尚
不
能
尽
其
職
、
遑
言
改
良
進
歩
、
以
是
知
吾
国
百
端
之
不
振
、
蓋
有
由
矣73
。
抑
余
更
有
感
者
、
西
北
地
方
高
燥
、
往
時
文
物
之
存74
于
山
岩
地
穴
未
遭
毀
壊
者
、
必75
不
知
凡
幾
、
敦
煌
其
一
而
已
。
近
年
焉
耆
・
善
・
吐
魯
番
・
哈
密
一
帯
、
経
外
人
発
掘
取
去
之
文
物
、
騰
耀
世
界
、
国
人
或
竟
不
知76
之
或
則77
視
若
無
、
吾
人
好
自
地
大
物
博
、
然
貨
之
棄
于78
地
、
文
物
之
蔵
于79
地
、
人
民
之
居
于80
地
者
、
概
聴
其
否
盲81
晦
塞
与
損
失
、
而
但
以
主
人
翁
自
居
、
則
又
何
義
也
。
故
吾
人
之
考
古
宜
有
其
遠
大
之
思
想
背
景82
、
否
則
玩
物
而
又
喪
志
矣
。
此
又
博
雅
好
古
之
君
子
所
宜
知
者
、
因
閲83
斯
編
、
推
論
及
之
。
葉84
恭
綽
識
于
香
海
。
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﹇
校
異
表
﹈
１
叙
｜
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
２
編
｜
合
編
３
陽
羨
｜
宜
興
４
考
｜
録
５
広
捜
｜
捜
蔵
６
于
｜
於
７
于
｜
於
８
数
｜
四
９
蘊
｜
評
10
希
｜
鮮
11
筆
｜
述
12
敦
｜
蓋
敦
13
経
巻
｜
⃞無
14
却
邪
治
病
｜
治
病
却
邪
15
王
｜
⃞無
16
取
｜
去
供
養
17
官
｜
官
吏
18
亦
｜
亦
恒
19
不
下
｜
有
20
皆
｜
皆
於
21
交
｜
付
22
冊
数
巻
数
｜
原
数
23
菁
｜
精
24
盛
鐸
別
号
木
斎
｜
⃞無
25
廷
｜
〔
割
注
の
小
字
と
せ
ず
〕
26
李
婿
何
威
其
親
友
｜
李
之
戚
友
27
得
分
恵
者
｜
其
得
分
恵
二
三
巻
至
十
数
巻
者
亦
28
以
｜
之
29
于
｜
於
30
購
｜
購
者
31
字
堅
夫
｜
⃞無
32
嗣
｜
以
後
33
已
｜
⃞無
34
則
｜
⃞無
35
次
｜
批
36
合
購
｜
共
購
無
37
矣
｜
⃞無
38
殊
｜
不
39
蔵
｜
所
得
蔵
40
博
物
館
｜
図
書
館
者
41
三
人
｜
⃞無
42
人
｜
⃞無
43
難
｜
固
難
190
44
劉
李
｜
李
劉
45
中
央
｜
南
京
46
佳
品
｜
有
佳
品
47
于
｜
於
48
子
｜
君
49
加
｜
加
以
50
壁
画
為
多
｜
画
壁
最
為
流
行
51
余
｜
剰
52
写
｜
写
者
53
蓋
｜
加
54
発
｜
自
発
55
印
｜
蔵
56
人
｜
⃞無
57
垂
｜
及
58
疾
｜
起
59
復
能
｜
能
復
60
簡
目
｜
簡
明
目
録
61
国
｜
国
者
62
従
事
｜
加
以
63
王
仁
俊
…
…
許
国
霖
｜
王
国
維
王
仁
俊
陳
垣
劉
復
王
重
民
鄭
振
鐸
張
一
友
陳
寅
恪
馬
衡
郭
沫
若
李
灼
曹
元
忠
將
鳳
藻
胡
鳴
盛
許
国
霖
向
達
64
国
｜
国
人
65
第
｜
然
66
存
｜
存
在
67
品
物
｜
石
室
物
品
68
于
廿
｜
於
二
十
69
設
｜
一
70
帰
｜
都
71
賢
｜
賢
矣
72
乃
｜
⃞無
73
矣
｜
也
74
于
｜
於
75
必
｜
⃞無
76
知
之
｜
之
知
77
則
｜
⃞無
78
于
｜
於
79
于
｜
於
80
于
｜
於
81
盲
晦
塞
｜
塞
晦
盲
82
景
｜
境
83
閲
｜
84
葉
恭
綽
識
于
香
海
｜
一
九
四
七
年
冬
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そ
こ
に
、「
又
次
及
李
婿
何
威
其
親
友
、
得
分
恵
者
不
尠
」
と
言
わ
れ
る
、
何
威
こ
そ
は
、
例
え
ば
徐
珂
の
『
清
稗
類
鈔
』
九
鑑
賞
類
「
伯
希
和
得
敦
煌
石
室
古
物
」
に
、
学
部
書
甘
督
、
令
購
送
来
京
、
其
菁
華
固
已
無
多
。
時
護
甘
督
何
彦
昇
有
子
在
都
、
故
先
落
其
手
、
佳
者
復
悉
為
所
留
。
其
婦
翁
李
盛
鐸
且
分
得
唐
人
所
写
『
礼
』
注
・『
書
経
』
等
、
尤
可
宝
貴
。
凡
与
何
子
相
契
者
、
無
不
得
之
、
有
分
至
数
百
巻
之
多
者
、
故
廠
肆
出
不
絶
也
と
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
り⑧
、
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
に
北
京
へ
と
運
ば
れ
た
敦
煌
文
物
が
民
間
に
流
出
す
る
際
、
言
わ
ば
一
基
地
を
提
供
し
た
、
立
役
者
に
外
な
ら
な
い
。
何
威
（
一
八
八
〇
｜
一
九
一
六
）
は
、
名
を
震
と
い
い
、
威
は
字
で
あ
る
。
李
盛
鐸
の
女
婿
と
な
っ
た
。
父
は
、
何
彦
昇
（
一
八
六
〇
｜
一
九
一
〇
。
字
、
秋
輦
。
江
蘇
省
江
陰
県
の
人
）
で
、
何
彦
昇
は
、
宣
統
元
（
一
九
〇
九
）
年
、
甘
粛
布
政
使
と
な
り
、
翌
宣
統
二
年
、
新
彊
巡
撫
に
移
っ
て
い
る
（
布
政
使
は
、
省
の
総
督
巡
撫
に
直
属
す
る
官
名
で
、
民
政
、
財
政
を
掌
る
。
巡
撫
は
、
省
の
総
督
長
官
に
次
ぐ
官
名
で
、
民
政
、
軍
政
を
掌
る
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
時
護
甘
督
何
彦
昇
有
子
在
都
、
故
先
落
其
手
、
佳
者
復
悉
為
所
留
」（『
清
稗
類
鈔
』）
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
葉
恭
綽
が
敦
煌
文
書
の
流
出
ケ
ー
ス
と
し
て
、
第
三
の
ケ
ー
ス
以
下
に
言
及
す
る
、
主
要
な
人
物
の
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
左
に
記
す
の
は
、
私
的
な
メ
モ
で
あ
る
。
張
広
建
（
一
八
六
四
一
八
六
七
と
も
｜
一
九
三
八
）
は
、
字
を
勲
伯
と
い
い
、
安
徽
省
合
肥
県
の
人
で
、
民
国
三
（
一
九
一
四
）
年
に
甘
粛
都
督
兼
民
政
長
、
巡
按
使
、
甘
粛
将
軍
と
な
る
。
廷
棟
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
を
襲
蔵
し
た
。
張
広
建
の
所
持
し
た
敦
煌
本
の
一
部
は
現
在
、
三
井
文
庫
に
伝
え
ら
れ
て
い
る⑨
。
許
承
堯
（
一
八
七
四
｜
一
九
四
六
）
は
、
一
名
を
屯
と
称
し
、
字
を
際
唐
（
屯
公
と
も
）
と
い
い
、
安
徽
省
県
の
人
で
あ
る
。
張
広
建
に
従
い
、
甘
粛
省
府
秘
書
長
、
甘
涼
道
尹
等
を
歴
任
し
た
。
句
道
興
捜
神
記
の
完
本
を
始
め
と
す
る
、
そ
の
敦
煌
本
は
現
在
、
中
村
不
折
旧
蔵
書
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
寿
枢
（
｜
一
九
四
五
）
は
、
字
を
若
木
と
い
い
、
安
徽
省
合
肥
県
の
人
で
あ
る
が
、
待
考
。
劉
幼
雲
（
一
八
六
七
｜
一
九
三
二
）
は
、
名
を
廷
と
い
い
、
幼
雲
は
字
で
、
江
西
省
徳
化
県
の
人
で
あ
る
。
光
緒
三
十
四
（
一
九
〇
八
）
年
、
京
師
大
学
堂
総
監
督
、
学
部
副
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
北
京
に
送
ら
れ
た
敦
煌
文
書
の
回
収
に
当
た
る
。
な
お
白
堅
（
一
八
八
三
｜
）
は
、
字
を
堅
夫
（
堅
甫
、
山
甫
な
ど
と
も
）
と
い
い
、
四
川
省
西
充
県
の
人
で
あ
る
。
古
美
術
商
と
し
て
杏
雨
書
屋
蔵
敦
煌
秘
笈
な
ど
、
敦
煌
文
書
の
日
本
流
入
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
、
重
要
な
人
物
で
あ
る
（「
劉
戚
」
と
さ
れ
る
張
厚
張
子
厚
、
張
君
厚
の
こ
と
は
、
待
考
）。
そ
れ
に
し
て
も
、
葉
恭
綽
の
序
文
を
通
読
し
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
一
九
四
七
年
以
前
と
い
う
極
め
て
早
い
時
点
に
192
お
い
て
、
敦
煌
文
書
に
偽
物
（
製
）
の
出
回
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
李
盛
鐸
の
偽
印
を
捺
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
印
は
、
李
盛
鐸
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
喝
破
し
（「
然
李
氏
蔵
印
顕
係
市
所
加
蓋
」
と
述
べ
て
い
る
）、
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
、
葉
恭
綽
の
当
時
の
体
験
を
通
じ
て
の
指
摘
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
学
識
の
高
さ
は
流
石
で
あ
り
、
今
後
評
価
し
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。
四
件
の
序
文
の
筆
者
、
葉
恭
綽
（
一
八
九
一
｜
一
九
六
八
）
は
、
字
を
誉
虎
な
ど
と
い
い
、
号
は
前
述
の
通
り
庵
、
矩
園
と
も
署
し
た
、
広
東
省
番
県
の
人
で
あ
る
。
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
鉄
道
、
郵
政
関
係
の
要
職
を
歴
任
し
た
文
人
で
、
敦
煌
文
物
に
も
深
い
関
心
を
有
し
、
例
え
ば
敦
煌
文
書
の
海
外
流
出
に
心
を
痛
め
て
、
民
国
十
（
一
九
二
一
）
年
に
は
、
敦
煌
経
典
輯
存
会
を
組
織
し
て
い
る
。
葉
恭
綽
が
張
虹
の
求
め
に
応
じ
、
そ
の
序
文
を
書
い
た
の
は
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
そ
の
末
尾
に
、「
一
九
四
七
年
冬
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
校
異
84
）、
一
九
四
七
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
上
掲
の
張
虹
に
よ
る
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
民
国
五
十
二
（
一
九
六
三
）
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
刊
行
は
、
序
文
が
書
か
れ
て
か
ら
、
十
六
年
間
を
隔
て
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
同
じ
序
文
に
お
け
る
上
記
の
異
同
は
、
長
ら
く
張
虹
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
ず
に
い
た
た
め
に
、
葉
恭
綽
自
身
が
手
を
入
れ
て
、
己
れ
の
文
集
に
編
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
今
日
稀
に
属
す
る
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
は
、
如
何
な
る
経
緯
で
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
、
以
下
気
の
付
い
た
事
柄
を
、
メ
モ
風
に
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
著
者
の
張
虹
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
張
虹
（
一
八
九
四
｜
一
九
六
五
）
は
前
述
の
如
く
、
字
を
谷
雛
と
い
い
、
申
斎
ま
た
、
寄
伝
庵
と
号
し
、
広
東
省
順
徳
県
の
人
で
あ
る
。
張
虹
は
、
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
画
家
橋
本
関
雪
の
紹
介
に
よ
り
二
年
間
、
日
本
の
美
術
専
門
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
も
あ
る
（
莫
倹
溥
「
張
谷
雛
老
師
小
伝
」）。
張
虹
は
ま
た
、
中
国
の
古
書
画
の
蒐
集
に
努
め
、
そ
の
一
環
と
し
て
自
ら
の
所
蔵
す
る
、
敦
煌
文
物
の
解
題
及
び
、
カ
タ
ロ
グ
化
を
企
て
て
、
序
文
を
葉
恭
綽
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
依
頼
は
、
一
九
四
七
年
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
カ
タ
ロ
グ
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
図
三
に
掲
げ
る
の
は
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
表
紙
（
右
）
及
び
、
刊
記
（
奥
付
。
左
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
刊
行
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
序
文
を
依
頼
し
て
か
ら
、
十
六
年
以
上
を
経
過
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
ど
う
し
て
刊
行
が
そ
こ
ま
で
遅
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
判
然
と
し
な
い
。
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
一
九
六
三
年
と
い
う
の
は
、
張
虹
七
十
歳
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
（
張
虹
は
一
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八
九
四
年
生
ま
れ
）、
張
虹
の
関
係
者
（
後
述
の
莫
倹
溥
な
ど
）
が
、
そ
の
古
稀
を
記
念
し
て
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
本
人
自
筆
稿
本
（
訂
正
等
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
完
成
稿
で
は
な
い
ら
し
い
）
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
版
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
奥
付
（
図
三
左
）
を
見
る
と
、
そ
の
刊
行
日
が
、「
十
月
十
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
は
、
武
昌
蜂
起
に
始
ま
る
辛
亥
革
命
に
よ
る
、
中
華
民
国
の
建
国
を
記
念
し
た
国
慶
日
、
双
十
節
に
外
な
ら
ず
、
張
虹
の
古
稀
を
祝
う
と
共
に
、
民
国
建
国
の
祝
い
を
も
兼
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
同
じ
く
奥
付
に
見
え
る
、
本
書
の
発
行
者
（「
出
版
人
」）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
本
書
の
発
行
者
と
し
て
、
二
つ
の
機
関
の
名
前
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
つ
は
、「
香
港
弘
道
芸
術
院
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
敦
梅
中
学
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
機
関
な
の
か
。
ま
ず
後
者
か
ら
見
て
ゆ
く
。
敦
梅
中
学
は
、
敦
梅
学
校
の
中
等
部
で
あ
る
。
敦
梅
学
校
は
民
国
八
（
一
九
一
九
）
年
、
香
港
に
お
い
て
莫
敦
梅
（
一
八
九
六
｜
一
九
四
九
）
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
、
書
院
形
式
の
私
立
学
校
で
、
民
国
二
十
三
（
一
九
三
四
）
年
に
敦
梅
学
校
を
名
乗
る
。
莫
敦
梅
が
長
く
校
長
を
勤
め
た
が
、
一
九
四
九
年
に
莫
敦
梅
が
没
し
て
後
、
長
男
の
莫
倹
溥
が
校
長
職
を
継
い
だ
。
近
時
、
廃
校
と
な
る
。
そ
の
莫
倹
溥
は
本
書
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
を
書
い
た
人
物
で
（
図
三
右
参
照
）、
そ
こ
図 三
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に
、
門
人
莫
倹
溥
敬
題
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
莫
倹
溥
は
張
虹
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
ま
た
、
莫
倹
溥
は
、「
張
谷
雛
老
師
小
伝
」
を
も
草
し
て
お
り
、
そ
こ
に
も
同
様
、「
門
人
莫
倹
溥
謹
識
」
と
署
し
て
い
る
）。
そ
し
て
、「
張
谷
雛
老
師
小
伝
」
の
末
尾
に
は
、
張
氏
於
戦
前
曾
任
…
…
敦
梅
中
学
教
員
と
あ
る
の
で
、
張
虹
は
以
前
、
敦
梅
中
学
に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
縁
で
、
莫
倹
溥
が
本
書
の
表
題
を
書
き
ま
た
、
小
伝
を
草
し
て
、
本
書
を
敦
梅
中
学
か
ら
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
次
に
、
発
行
者
の
始
め
に
名
の
上
が
る
、「
香
港
弘
道
芸
術
院
」
と
い
う
の
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
弘
道
芸
術
院
は
世
界
的
な
画
家
、
丁
衍
庸
（
一
九
〇
二
｜
一
九
七
八
）
の
作
っ
た
、
謎
の
美
術
学
校
で
あ
る
。
丁
衍
庸
は
、
字
を
叔
旦
、
号
を
肖
虎
な
ど
と
い
い
、
伝
統
的
な
中
国
画
の
技
法
に
西
洋
近
代
画
法
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
を
取
り
入
れ
、「
東
方
の
マ
テ
ィ
ス
」
と
称
さ
れ
た
、
有
名
な
画
家
で
あ
る
。
弘
道
芸
術
院
は
、
丁
衍
庸
が
香
港
に
お
い
て
一
九
六
三
年
に
創
立
し
、
院
長
と
な
っ
た
学
校
だ
が
、
先
に
そ
れ
を
謎
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
僅
か
数
箇
月
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
同
年
十
月
に
は
、
芸
術
系
を
含
む
香
港
中
文
大
学
が
発
足
し
て
い
る
の
で
、
或
い
は
、
そ
の
こ
と
と
関
わ
る
事
情
が
、
何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
書
の
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
九
六
三
年
で
、
同
じ
年
に
弘
道
芸
術
院
が
作
ら
れ
且
つ
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
い
。
或
い
は
、
晩
年
の
張
虹
を
そ
こ
に
迎
え
る
計
画
で
も
存
し
た
も
の
か
（
張
虹
は
二
年
後
に
没
し
て
い
る
）。
張
虹
も
画
家
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
、
丁
衍
庸
と
は
知
音
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
莫
倹
溥
も
著
名
な
学
校
長
と
し
て
、
丁
衍
庸
と
は
親
交
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
丁
衍
庸
と
莫
倹
溥
の
二
人
が
、
張
虹
の
未
刊
の
本
書
を
そ
の
古
稀
記
念
と
し
て
、
国
慶
日
に
刊
行
し
よ
う
と
企
て
る
こ
と
は
、
十
分
に
頷
け
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
が
、『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
、
私
の
知
り
得
た
こ
と
の
覚
書
で
あ
る
。
饒
宗
頤
氏
が
前
引
「
京
都
藤
井
氏
有
館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」
を
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
葉
恭
綽
の
序
を
含
む
、
張
虹
の
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
饒
氏
が
見
ら
れ
た
の
は
、
上
掲
『
敦
煌
図
像
徴
考
録
』
の
そ
れ
で
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
題
名
が
異
な
る
等
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
そ
れ
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
饒
氏
は
実
際
、
友
人
の
張
虹
か
ら
ま
ず
、
そ
の
「
諸
故
京
老
輩
」
に
よ
る
伝
聞
を
聞
き
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
葉
恭
綽
の
序
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
と
し
て
、
張
虹
の
手
許
に
あ
っ
た
、
未
刊
の
そ
れ
を
、
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
饒
氏
が
そ
れ
を
、「
寄
伝
庵
敦
煌
図
録
序
稿﹅
」
と
呼
ば
れ
た
理
由
も
、
そ
の
未
刊
の
故
で
あ
ろ
う
。
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最
後
に
、
こ
の
機
会
を
借
り
て
所
謂
、
敦
煌
文
書
の
抜
き
取
り
に
関
わ
る
基
礎
史
料
を
一
、
二
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
以
下
に
示
す
の
は
、
徐
珂
「
伯
希
和
得
敦
煌
石
室
古
物
」（『
清
稗
類
鈔
』
九
鑑
賞
類
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
に
拠
る
）、
羅
振
玉
「
秦
写
本
僧
肇
維
摩
詰
経
残
刊
校
記
」（『
七
経
堪
叢
刊
』
所
収
、
羅
雪
堂
先
生
全
集
五
編
16
に
拠
る
）、
羅
継
祖
氏
「
敦
煌
蔵
巻
劫
余
小
記
」
（『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
〇
・
２
80
年
５
月
所
収
に
拠
る
）
の
三
点
の
関
連
部
分
で
あ
る
。
伯
希
和
得
敦
煌
石
室
古
物
（
徐
珂
）
敦
煌
県
東
南
三
十
里
、
三
危
山
在
焉
。
山
下
有
三
寺
、
上
寺
・
中
寺
為
道
観
、
下
寺
為
僧
舎
。
寺
之
附
近
為
鳴
沙
山
石
洞
、
乃
宋
初
西
夏
兵
時
蔵
書
之
所
、
有
石
室
数
百
、
唐
人
謂
之
莫
高
窟
、
俗
名
千
仏
洞
。
各
洞
有
壁
画
、
上
截
為
仏
像
、
下
截
為
造
像
人
之
像
、
並
記
造
像
人
之
姓
名
里
居
。
中
有
一
洞
、
蔵
書
満
焉
、
以
壁
外
有
画
飾
、
故
無
知
其
為
蔵
書
所
者
。
光
緒
庚
子
〔
二
十
六
一
九
〇
〇
年
〕、
掃
治
石
洞
、
鑿
壁
而
書
見
、
経
史
子
集
外
、
仏
経
尤
多
。
又
有
唐
時
地
契
及
唐
暦
書
・
唐
拓
碑
。
書
有
絹
写
本
・
紙
写
本
・
刻
本
・
石
刻
本
。
其
経
、
以
竹
糸
或
席
草
為
之
。
古
書
合
数
巻
為
一
、
蓋
即
古
之
式
也
。
又
有
布
画
仏
像
・
紙
画
仏
像
及
琥
珀
・
珠
・
檀
香
等
物
。
中
有
『
陀
羅
尼
経
』、
末
記
太
平
興
国
五
〔
九
八
〇
〕
年
六
月
板
字
様
、
此
為
最
近
之
年
月
矣
。
其
余
各
書
、
大
抵
皆
唐
・
五
代
本
、
又
有
六
朝
時
絹
本
墨
跡
、
殆
西
夏
兵
革
時
所
蔵
也
。
光
緒
戊
申
〔
三
十
四
一
九
〇
八
年
〕、
法
国
文
学
士
伯
希
和
遊
迪
化
、
謁
将
軍
長
庚
、
具
述
其
事
、
並
謁
載
瀾
及
安
西
州
牧
某
、
二
人
各
贈
以
石
室
書
一
巻
。
伯
知
為
唐
写
本
、
乃
即
馳
赴
敦
煌
、
以
二
百
金
購
得
十
余
箱
、
皆
唐
・
五
代
時
物
也
。
其
物
品
如
下
〔
中
略
〕端
忠
愍
公
方
時
居
京
、
与
学
部
諸
人
用
撮
影
法
印
之
、
並
為
排
印
。
余
悉
運
至
法
、
其
摂
影
以
寄
華
者
、
有
三
四
百
片
、
大
抵
為
唐
高
宗
時
物
、
中
有
『
易
』・『
書
』・『
詩
』
諸
本
、
及
『
穀
梁
』・『
文
選
』
李
善
注
・『
文
選
』
五
臣
注
、
与
今
本
頗
有
異
同
、
又
有
已
佚
之
『
修
文
典
御
覧
』
及
『
金
録
』、
均
残
巻
。
壬
寅
〔
光
緒
二
十
八
一
九
〇
二
年
〕、
許
伯
遊
敦
煌
、
得
唐
人
手
書
蔵
経
五
巻
、
出
而
語
人
曰
、「
石
屋
分
内
外
、
内
屋
因
山
而
築
、
有
六
十
六
穴
、
穴
蔵
経
四
五
巻
、
別
無
他
物
。
外
屋
石
牀
一
、
左
鋪
羊
毛
氈
、
尚
完
好
、
右
鋪
線
氈
、
已
成
灰
。
牀
下
僧
履
一
双
、
色
深
黄
、
白
口
、
如
新
造
者
。
中
一
几
甚
大
、
金
仏
一
尊
、
重
約
三
百
両
。
金
香
炉
大
小
各
一
、
大
者
重
百
余
両
、
小
者
二
三
十
両
。
大
石
椅
一
、
鋪
極
厚
宗
。
県
令
某
携
仏
炉
而
去
、
又
取
経
二
百
余
巻
。
後
為
大
吏
所
知
、
遣
員
至
敦
煌
、
再
啓
石
壁
、
尽
取
経
巻
而
去
。
聞
県
令
取
仏
炉
、
悉
鎔
為
金
条
、
以
致
唐
代
造
像
美
術
、
未
得
流
行
於
世
、
惜
哉
」。
宣
統
庚
戌
〔
二
一
九
一
〇
年
〕、
伯
再
游
京
師
、
其
行
篋
尚
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書
十
余
種
、
仏
像
十
余
紙
、
唐
拓
碑
三
種
。
羅
叔
蘊
参
議
振
玉
聞
之
、
往
謁
伯
、
尽
窺
篋
中
所
有
、
並
得
其
寄
法
之
各
種
書
目
、
撰
為
『
敦
煌
石
室
記
』
印
行
。
先
是
、
英
印
度
総
督
派
員
捜
石
室
書
経
文
、
載
之
帰
倫
敦
、
伯
所
得
、
僅
三
分
之
一
而
已
。
学
部
書
甘
督
、
令
購
送
来
京
、
其
菁
華
固
已
無
多
。
時
護
甘
督
何
彦
昇
有
子
在
都
、
故
先
落
其
手
、
佳
者
復
悉
為
所
留
。
其
婦
翁
李
盛
鐸
且
分
得
唐
人
所
写
『
礼
』
注
・『
書
経
』
等
、
尤
可
宝
貴
。
凡
与
何
子
相
契
者
、
無
不
得
之
、
有
分
至
数
百
巻
之
多
者
、
故
廠
肆
出
不
絶
也
。
秦
写
本
僧
肇
維
摩
詰
経
解
残
巻
校
記
（
羅
振
玉
）
宣
統
紀
元
〔
一
九
〇
九
年
〕、
予
備
員
学
部
、
伯
希
和
博
士
既
告
予
、
敦
煌
石
室
尚
有
残
巻
八
千
軸
。
予
乃
慫
部
中
購
取
。
明
年
〔
一
九
一
〇
〕、
由
署
甘
督
毛
公
遣
員
某
、
運
送
京
師
、
既
抵
春
明
。
江
西
李
君
与
某
同
郷
、
乃
先
截
留
於
其
寓
斎
、
以
三
日
夕
之
力
、
邀
其
友
劉
君
、
婿
何
君
及
揚
州
方
君
、
抜
其
尤
者
一
二
百
巻
、
而
以
其
余
帰
部
。
李
君
者
富
蔵
書
、
故
選
択
尤
精
、
半
以
帰
其
婿
、
秘
不
示
人
。
方
君
則
選
唐
経
生
書
跡
之
佳
者
、
時
時
截
取
数
十
行
鬻
諸
市
。
故
予
篋
中
所
儲
方
所
外
無
有
也
。
歳
壬
戌
〔
一
九
二
二
年
〕、
予
自
海
東
移
寓
津
、
則
何
君
已
物
故
、
乃
尽
得
其
所
蔵
数
十
巻
。
而
以
維
摩
詰
経
解
二
巻
為
之
冠
〔
後
略
〕
丁
丑
〔
一
九
三
七
年
〕
中
秋
松
翁
羅
振
玉
書
敦
煌
蔵
巻
劫
余
小
記
（
羅
継
祖
）
甘
粛
敦
煌
鳴
砂
山
石
室
所
蔵
古
巻
軸
、
既
為
帝
国
主
義
者
先
後
盗
窃
載
以
去
。
至
宣
統
紀
元
（
一
九
〇
九
）、
学
部
当
局
始
電
諮
甘
督
、
購
致
京
師
図
書
館
。
解
送
委
員
人
某
到
京
、
先
不
至
部
而
主
其
同
郷
某
家
、
某
乃
竭
日
夜
之
力
割
裂
竄
取
、
事
頗
聞
于
外
。
王
観
堂
国
維
跋
『
敦
煌
本
太
公
家
教
』、
謂
「
此
石
室
遺
書
未
入
京
師
図
書
館
時
流
出
人
間
者
」、
即
指
窃
而
復
出
之
一
種
。
先
祖
羅
雪
堂
振
玉
『
秦
写
本
僧
肇
維
摩
詰
経
残
巻
序
』
亦
記
其
事
云
、「
江
西
李
君
与
某
同
郷
、
乃
先
截
留
于
其
寓
斎
、
以
三
日
夕
之
力
邀
其
友
劉
君
、
其
婿
何
君
及
揚
州
方
君
、
抜
其
尤
者
二
三
百
巻
、
而
以
其
余
帰
部
。
李
君
者
富
蔵
書
、
故
選
択
尤
精
、
半
以
其
婿
、
秘
不
示
人
。
方
君
則
選
唐
経
生
書
跡
之
精
者
、
時
時
截
取
数
十
行
鬻
諸
之
。」
不
欲
顕
斥
其
名
。
又
云
、「
予
篋
所
儲
方
所
者
外
無
有
也
。
歳
戊
午
〔
一
九
一
八
年
〕
自
海
東
移
寓
津
、
則
何
君
已
物
故
、
乃
尽
得
其
所
蔵
数
十
巻
、
而
以
『
維
摩
詰
経
解
』
二
巻
為
冠
。」（
按
葉
恭
綽
『
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
』
所
言
与
先
祖
大
同
、
見
『
矩
園
余
墨
序
跋
補
遺
』）。
予
一
九
六
五
年
于
都
肆
得
呉
昌
綬
『
松
書
札
』、
中
有
与
張
祖
廉
一
札
、
云
、「
頃
威
（
何
震
）
同
年
来
、
謂
訪
公
未
値
、
有
言
托
為
代
致
、
甘
省
解
経
之
傅
委
員
、
淹
留
已
久
、
其
事
既
無
左
証
、
又
系
風
流
罪
過
、
今
窮
不
得
帰
、
日
乞
威
為
道
地
。
弟
聞
前
事
已
了
、
堂
憲
本
不
深
求
、
可
否
仰
仗
鼎
言
、
転
懇
主
掌
諸
君
、
給
批
放
行
、
其
批
即
由
公
交
威
亦
可
、
渠
既
相
嘱
、
特
為
奉
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致
、
望
径
復
之
。』
有
此
然
後
一
事
之
首
尾
乃
具
、
且
知
解
送
者
傅
其
姓
。
以
公
然
盗
窃
之
案
、
僅
以
「
査
無
実
拠
」
四
字
了
之
、
又
以
為
「
風
流
罪
過
」、
可
謂
巧
于
開
脱
。「
堂
憲
本
不
深
求
」
云
云
、
亦
可
窺
個
中
消
息
、
堂
憲
之
一
大
学
堂
総
監
督
人
劉
某
固
案
中
人
也
。
一
窃
再
窃
不
已
、
菁
華
垂
尽
、
宜
後
来
陳
援
廠
垣
編
目
以
「
劫
余
」
名
之
、
人
第
知
其
為
帝
国
主
義
之
劫
余
、
而
不
知
劫
中
尚
有
劫
也
。
付
記
小
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
御
貸
与
下
さ
っ
た
、
北
京
大
学
栄
新
江
教
授
ま
た
、
愛
知
文
教
大
学C
h
a
n
 
C
h
ee-lin
g
 
S
eren
a
准
教
授
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
張
虹
関
連
の
事
柄
を
種
々
御
教
示
下
さ
っ
た
、
深
圳
金
石
資
産
管
理
有
限
公
司
の
呉
強
華
、
蘇
合
中
両
氏
、
ま
た
、
私
の
北
京
遊
学
中
、
通
訳
を
努
め
て
く
れ
た
北
京
大
学
碩
士
研
究
生
長
内
佑
希
君
に
も
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
特
に
君
の
助
力
が
な
け
れ
ば
、
小
稿
が
成
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
小
稿
は
、
平
成
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
並
び
に
、
同
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注①
拙
稿
「
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
に
つ
い
て
｜
太
公
家
教
・
補
（
二
）
｜
」（『
杏
雨
』
14
、
平
成
23
年
６
月
）
②
饒
宗
頤
氏
「
京
都
藤
井
氏
有
館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」（『
金
論
古
綜
合
栞
』
１
一
九
五
七
年
か
。
後
、
同
氏
『
選
堂
集
林
史
林
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
に
再
録
）
③
「
張
谷
雛
所
蔵
敦
煌
石
室
図
籍
録
序
」
の
引
用
は
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
（
国
家
図
書
館
蔵
古
籍
題
跋
叢
刊
30
所
収
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
拠
る
（
な
お
、『
矩
園
余
墨
』
と
し
て
、
新
世
紀
万
有
文
庫
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
る
）。
④
羅
振
玉
氏
は
か
つ
て
、
三
本
の
太
公
家
教
を
所
蔵
し
て
い
た
。
一
本
は
、
完
整
な
も
の
で
、『
鳴
沙
石
室
佚
書
』
に
収
め
ら
れ
る
。
残
る
二
本
は
、
残
闕
本
で
あ
る
（『
貞
松
堂
蔵
西
秘
籍
叢
残
』
所
収
）。
こ
れ
ら
三
本
の
行
方
は
、
現
在
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
唐
蘭
氏
の
そ
れ
が
、
も
し
新
出
の
太
公
家
教
で
な
い
と
し
た
ら
、
或
い
は
、
羅
氏
旧
蔵
の
残
闕
本
な
ど
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
羅
氏
旧
蔵
太
公
家
教
三
本
の
出
所
も
ま
た
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
羅
氏
は
、
一
方
に
お
い
て
、
歳
壬
戌
〔
一
九
二
二
年
〕、
予
自
海
東
移
寓
津
、
則
何
君
已
物
故
、
乃
尽
得
其
所
蔵
数
十
巻
（「
秦
写
本
僧
肇
維
摩
詰
経
解
残
巻
校
記
」）
と
述
べ
て
い
て
、
何
彦
昇
（
威
）
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
を
入
手
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
羅
氏
旧
蔵
の
そ
の
残
闕
二
本
は
、
何
氏
な
ど
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
改
め
て
羅
氏
旧
蔵
残
闕
二
本
の
筆
跡
を
眺
め
て
い
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
頁
上
下
の
参
考
図
一
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
残
闕
二
本
で
あ
る
（『
貞
松
堂
蔵
西
秘
籍
叢
残
』
に
拠
る
）。
参
考
図
一
の
上
が
残
闕
本
の
甲
巻
で
、
太
公
家
教
第
｜
句
を
収
め
、
下
が
そ
の
乙
巻
で
、
同
第
｜
句
を
収
め
て
い
る
（
幼
学
の
会
『
太
公
家
教
注
解
』
汲
古
書
院
、
平
成
21
年
参
照
）。
さ
ら
に
今
、
参
考
図
二
の
上
を
甲
巻
ａ
（
｜
）、
ｂ
（
｜
）、
下
を
乙
巻
ａ
（
｜
）、
ｂ
（
｜
）
と
呼
ぼ
う
。
と
こ
ろ
が
、
甲
巻
ａ
、
ｂ
、
乙
巻
ａ
、
ｂ
の
筆
跡
そ
の
他
を
よ
く
見
る
と
、
そ
の
甲
、
乙
二
本
と
見
え
た
も
の
が
、
実
は
甲
巻
ａ
は
、
乙
巻
ａ
に
後
続
す
る
残
巻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
参
考
図
二
は
、
乙
巻
ａ
と
甲
巻
ａ
と
を
、
繫
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
繫
ぎ
目
が
存
す
る
の
は
６
、
７
行
目
の
間
）。
故
に
、
そ
の
二
本
は
、
乙
巻
ａ
と
甲
巻
ａ
、
ｂ
と
で
一
本
と
し
、
乙
巻
ｂ
198
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を
さ
ら
に
一
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
羅
氏
は
、
乙
巻
ａ
が
第
句
で
終
わ
り
、
乙
巻
ｂ
が
第
句
か
ら
始
ま
っ
て
、
両
者
が
近
接
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
乙
巻
（
ａ
、
ｂ
）
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
か
つ
て
太
公
家
教
諸
本
の
系
統
を
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
て
（
拙
稿
「
太
公
家
教
」、『
日
本
敦
煌
学
論
叢
』
１
所
収
、
平
成
18
年
）、
そ
の
折
は
羅
氏
の
分
け
方
に
従
い
、
甲
巻
を
Ｅ
系
統
、
乙
巻
を
Ｂ
⑴
系
統
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
甲
巻
ａ
、
ｂ
を
乙
巻
ａ
に
後
続
さ
せ
て
一
本
と
す
る
な
ら
ば
、
今
そ
れ
を
Ｂ
⑴
系
統
と
し
、
ま
た
、
乙
巻
ｂ
も
Ｂ
⑴
系
統
と
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
⑤
注
①
前
掲
拙
稿
⑥
栄
新
江
氏
「
李
盛
鐸
蔵
巻
的
真
与
偽
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
97
・
２
。
同
氏
『
鳴
沙
集
｜
敦
煌
学
学
術
史
和
方
法
論
的
探
討
』
敦
煌
叢
刊
二
集
12
、
新
文
豊
出
版
股
份
有
限
公
司
、
民
国
88
一
九
九
九
年
に
再
録
、
同
氏
『
弁
偽
与
存
真
敦
煌
学
論
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
に
再
々
録
）
⑦
参
考
と
し
て
、『
矩
園
余
墨
』
序
跋
補
遺
所
収
の
序
文
を
、
頁
、
頁
上
の
参
考
図
三
に
掲
げ
る
（
参
考
図
三
は
、
注
③
前
掲
の
国
家
図
書
館
蔵
古
籍
題
跋
叢
刊
30
に
拠
る
）。
⑧
徐
珂
撰
『
清
稗
類
鈔
』
の
引
用
は
、『
清
稗
類
鈔
』
第
九
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
に
拠
る
。
⑨
張
広
建
に
つ
い
て
は
、
富
田
淳
氏
「
張
広
建
に
つ
い
て
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
成
果
研
究
報
告
書
『
敦
煌
写
本
の
書
誌
に
関
す
る
調
査
研
究
｜
三
井
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
と
し
て
｜
』、
平
成
15
年
３
月
。
三
井
文
庫
別
館
蔵
品
図
録
『
敦
煌
写
経
｜
北
三
井
家
｜
』
三
井
文
庫
、
平
成
16
年
に
再
録
）
に
詳
し
い
。
鍋
島
稲
子
氏
「
不
折
旧
蔵
写
経
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」（
科
学
参考図 二
200
 201 抜き取られた敦煌文書
研
究
費
補
助
金
成
果
研
究
報
告
書
『
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵
中
村
不
折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成
』
下
（
特
定
領
域
研
究
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
総
括
班
、
平
成
17
年
）
白
堅
に
つ
い
て
は
、
高
田
時
雄
氏
「
李
滂
と
白
堅
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
１
、
平
成
19
年
３
月
）
に
詳
し
い
。
李
盛
鐸
の
偽
印
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
注
①
前
掲
拙
稿
及
び
、
栄
氏
注
⑥
前
掲
論
文
参
照
。
こ
れ
ら
三
点
の
基
礎
史
料
に
つ
い
て
は
、
栄
氏
注
⑥
前
掲
論
文
を
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。
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